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Yo Haiku
Yo Haiku: はい、

Yo Haiku: では、

Yo Haiku: 前回までを

Yo Haiku: ちょっとまとめてみましょう

Yo Haiku: 見る自分、見られた自分

Yo Haiku: この区別をしましたが、

Yo Haiku: ここまではいいでしょううか。

marube Oh: はい

Almond Andel: はい

Naoyuki Mertel: はい

Amari Blackburn: はい

Yo Haiku: おおかた、この「見られた自分」が

Yo Haiku: 普通の自己だと考えられています

Yo Haiku: たとえば、この「見られた自分」は、

Yo Haiku: 自己理解なども含まれます

Yo Haiku: 「私ってこれこれこういう人間なの」

Yo Haiku: とか、具体的に身体や歴史などもふくまれます

Yo Haiku: だけど、

Yo Haiku: 「見る自己」、これは

Yo Haiku: そのような「物」としてとらえられる自己ではなく

Yo Haiku: たえずそれらの「物としてある自己」を

Yo Haiku: 作り出している、というか、

Yo Haiku: 表象している

Yo Haiku: 「見る目」のようなもので、

Yo Haiku: それ自体を見ることはできませんが、

Yo Haiku: いつもいる自己だ、

Yo Haiku: ということも言いましたが

Yo Haiku: ここまでの区別、いいでしょうか。質問は？

Almond Andel: いいですか？

Naoyuki Mertel: 大丈夫だと思います

Amari Blackburn: たったぶん

marube Oh: 大丈夫です。

hinako Ohmai: 大丈夫だとおもいますｗ

Yo Haiku: 自我、という言葉を使うと、

Yo Haiku: ほぼ「見られた自己」をさしますが、

Yo Haiku: これが心理学で扱われる自己です。

Yo Haiku: 哲学でもそういう自己はたくさんありますが、

Yo Haiku: 私の分野のひとつである減少額（ははは）

Yo Haiku: 現象学

Naoyuki Mertel: ＾＾

Yo Haiku: では、主にこの「見る自己」がテーマになります

Naoyuki Mertel: なるほどー・・

Yo Haiku: そしてこの見る自己は

Yo Haiku: 「見る」だけではありません、

Yo Haiku: 「体験」の自己でもあり、

Yo Haiku: 「あらゆる解釈」の自己でもあるのです

Yo Haiku: 肝心なのは

Yo Haiku: この「主体としての自己」（見る自己のこと）が

Yo Haiku: どのように「自己解釈」を展開したり

Yo Haiku: どのように「世界」を理解して「作り上げたり」するのか、

Yo Haiku: このダイナミックが

Yo Haiku: すべて「自己現象」、「世界」の現れ方、

Yo Haiku: となります。

Yo Haiku: このような意味では

Yo Haiku: 自己とは実に流動的で

Yo Haiku: クリエイティブなものなのです

Yo Haiku: 「こうでなくてはいけない」などの定義はありません

Yo Haiku: 今日「私ってこうなのよね」などと考えても

Yo Haiku: 明日まったく別の私になることもできるのです

hinako Ohmai: なるほどぉ

Yo Haiku: こだわりはいりません

Yo Haiku: （フォローいいでしょうか）

marube Oh: ふぉろ～？

Yo Haiku: あ、すみません、ここまではいいでしょうか

Yo Haiku: のことです

marube Oh: 質問！

marube Oh: いいですか？

Yo Haiku: はい

Almond Andel: はい、marubeさん

Almond Andel: ＾＾

marube Oh: 記憶と自己との関係は？

arube Oh: 記憶がなくなったら自己とはいえないのか？いえるのか？

Yo Haiku: 記憶はもちろん自己の一部ですが

marube Oh: 自己は経験がつくるのか、そうでないのか。

Yo Haiku: 自己は経験そのものです、現在進行形

Yo Haiku: それに記憶も含まれますが、

Yo Haiku: 今見てみてください、すべての「記憶」は「現在進行形」として

Yo Haiku: 現在の体験なのです

marube Oh: はい。

marube Oh: 私が記憶を失ったら私はどうなるのだろう？と考えたことがあったので。。。

Yo Haiku: ある記憶自体を変えることはできないかもしれませんが、

Yo Haiku: それについての解釈は変えることができます

Yo Haiku: 記憶喪失になったら

Yo Haiku: 「いままでの自分」の一部はなくなりますが

Yo Haiku: 「見る自己」はなくなりません

marube Oh: それは、自己なのでしょうか？

marube Oh: （これで最後の質問です）

Yo Haiku: どの「それは、自己」でしょうか

marube Oh: 記憶をなくした自己は、すでに他のものと同一化して、

Yo Haiku: 記憶喪失の自己でしょうか、見る自己、でしょうか

marube Oh: 普遍的な何かになってる気がします。

Yo Haiku: なるほど

Yo Haiku: この普遍的な何か、は「個人」ではなく

Yo Haiku: うーん、

Yo Haiku: スピリットのようなもの、ということでしょうか

marube Oh: そうですね。個人として分けられないもの、、（感覚的なんですが）

Yo Haiku: たとえば座禅や瞑想の世界では

Yo Haiku: 「個人」を超えた「大自己」の体験がありますが

Yo Haiku: これはいつも実はある自己で、何も記憶喪失にならなくても大丈夫です

marube Oh: （まだ質問がありますが、すこし考えて見ます）

marube Oh: ありがとうございます。

Yo Haiku: このいわゆる「大自己」は

Yo Haiku: 考えるとよくわかりませんが

Yo Haiku: ふとしたことで

Yo Haiku: 体験できたり、

Yo Haiku: 感覚的に感じられたり

Yo Haiku: そのようなことはあるかもしれません

Yo Haiku: 肝心なのは、

Yo Haiku: この「意識の場」としての「見る自己」、

Yo Haiku: 個人的でないけれども「自分が中心点である」意識

Yo Haiku: （この区別はちょっとわかりにくいかもしれません）

Yo Haiku: 別の言い方にしてみましょう

Yo Haiku: 「見られたもの」としての心理学的自己ではないが、

Yo Haiku: 自己には

Yo Haiku: 観点というものがあります

Yo Haiku: 「私の立場から見た世界」がある、

Yo Haiku: ということで、

Yo Haiku: これがたえずいつも「今、ここ」として

Yo Haiku: 体験、意識の出発点にあります

Yo Haiku: ふぅー

Yo Haiku: （一息でした）

marube Oh: ＾＾

Naoyuki Mertel: ＾＾

Almond Andel: はい　＾＾

Yo Haiku: （いや、「一息」は実は重要です）

Amari Blackburn: ええと、質問はいいですか

Almond Andel: （そう、思います）ちょっと、ブレーク、ですね

Yo Haiku: ぜひどうぞ

Amari Blackburn: 「主体としての自己」と「見られた自己」とのリンクの関係をもう少し詳しく教えていただけますか。

Amari Blackburn: つまり

Amari Blackburn: 「主体としての自己」があくまでも自由なら、

Amari Blackburn: ある何かの事件の解釈の定義付けは「見られた自己」で行う事になりますよね。

Amari Blackburn: 実際にアクションを起こしているのは「主体として見る自己」でしょうか？

Amari Blackburn: それとも定義付け/評価を行っている自己として「見られた自己」が行っているのでしょうか？

Yo Haiku: 解釈をしているのは

Yo Haiku: 主体の自己であって、

Yo Haiku: 定義づけをしている事故も主の自己ですが

Yo Haiku: おもしろいことに、

loveheart Bluebird: こんばんは＾＾

Yo Haiku: 「そのような考え方をしている自分」というのは

Almond Andel: （こんばんは。おすわりください）

Yo Haiku: 見られた自己なので、

Yo Haiku: まるで見られた自己ｌがアクションをおこしているように見えますが、

Naoyuki Mertel: （こんばんは＾＾）

Yo Haiku: 解釈などの実の主体は「見る自己、考える自己」としての主体として見る自己、のほうです

Yo Haiku: ということは

Yo Haiku: ありとあらゆる解釈、定義づけ、は

Yo Haiku: 流動的なものだ、ということですが

Yo Haiku: かと言って、「勝手になんでも」というわけにもいきません

Yo Haiku: （質問の答えとはこのポイントはちょっとちがいますが）

Yo Haiku: 質問は

Yo Haiku: 主体の見る自己と見られた自己との関連でしたね

Amari Blackburn: はい

Yo Haiku: これはたえず一緒にあるもので、

Yo Haiku: 分析上分けることはできますが

Yo Haiku: 「体験」としてはいつも一緒です

loveheart Bluebird: 自己一致ですね

Yo Haiku: そうです、でも「分析上の立場」をとると、この二つのディメンションのある自己性が見えてきます

loveheart Bluebird: はい

Yo Haiku: 現象学者はこんなことをしてる人たちなのです

loveheart Bluebird: はい

loveheart Bluebird: ありがとうございます＾＾

Yo Haiku: えーっとあとは。。。

Naoyuki Mertel: 質問してもいいですか？

Amari Blackburn: ありがとうございます

Yo Haiku: どうぞ

Naoyuki Mertel: この見る自己は、時間的に一点においてだけでなく

Naoyuki Mertel: 長い時間の中で、物語のように

Naoyuki Mertel: 考えていくんでしょうか？

Yo Haiku: （うお、でた、「時間」というビッグトピック）

loveheart Bluebird: ＾＾

Yo Haiku: と、おどろいたところで、

Naoyuki Mertel: えｗｗ

marube Oh: ^^

Amari Blackburn: あ、それはいつも悩ましいから知りたい

Yo Haiku: 「流れる時間」というのと、「見る自己の時間」

Yo Haiku: 実はこの区別もあります

Naoyuki Mertel: はい

Yo Haiku: 日本語では「時間」に「間」という時があるので

Yo Haiku: 「長い間流れる時間」という感じがありますが

Yo Haiku: ほとんどの場合これは「見られた時間」、「表象された時間」、「時計の時間」

Yo Haiku: 「図れる時間」のようなもので、

Yo Haiku: 見られた自己がある時間、歴史的な時間、

Yo Haiku: のように考えられますが、

Yo Haiku: 見る自己の時間、というか、「今」ですが

Yo Haiku: これは「流れ」ではなく

Yo Haiku: ううーむ、

Yo Haiku: 「今」なんですが、

Yo Haiku: ちょっと時間ですねえ、「時計の時間」によると

Naoyuki Mertel: そうみたいですね＾＾；

marube Oh: １１時か！

Almond Andel: はい。。。

marube Oh: 時間と自己の話題は長くなりそうですね。

Amari Blackburn: うみょーん、「面白いところでまた来週」のお約束ですか。

Amari Blackburn: 時間経つの早い。

Yo Haiku: じゃ、次回は時間のテーマも含みますかね

Naoyuki Mertel: おお～＾＾

Yo Haiku: それともまだ自己にこだわりましょうか

Almond Andel: ひとつだけ、確認の質問、いいですか？

marube Oh: 時間、、いいですね。

Yo Haiku: どうぞ

Almond Andel: 「自我について」ということで、そのことばまわりの質問ですが

Almond Andel: 心理学でいう「自我」というのは

Almond Andel: 見る自分、見られる自分、とどういう関係になるんでしょうか。

Almond Andel: まったく別のフレームワークになりますか？

Yo Haiku: 見られた自分、です

Yo Haiku: もうちょっと詳しく言うと

Yo Haiku: 心理現象としてとらえられた自分、

Yo Haiku: 意識があり、感情があり、歴史があり、

hinako Ohmai: すみません　ちょっと移動します＾＾；

hinako Ohmai: Yoさん　皆さま　ありがとうございました＾＾；

Pema Pera: 面白かった、ありがとう、Yoさん！今度の時間の話を聞くのは楽しみにしています。^^

marube Oh: お疲れ様でした。

lmond Andel: （おつかれさまでした。また、次回もどうぞ）

Naoyuki Mertel: おつかれさまです＾＾

hinako Ohmai: お話の途中ですみません＾＾；

hinako Ohmai: おつかれさまでした

Amari Blackburn: おつかれさまでした

Yo Haiku: Pietさんどうも・！また！

Pema Pera: 今度は何日？

Yo Haiku: みなさmまもおつかれさまでした

Naoyuki Mertel: Yoさん、ありがとうございました＾＾

Almond Andel: 7月6日ですね

Pema Pera: はい、どうも

Yo Haiku: おっけいです

Almond Andel: よろしくお願いします

Almond Andel: ついでに、次週の予告ですが

Yo Haiku: こちらこそ、みなさんもそれまでお元気で

Mogura Yokosuka: おつかれさまでした

Almond Andel: 今日、来てらっしゃいますね

Almond Andel: CometMorigiさんに、芸術とはなんだろうか

Almond Andel: 3をお願いしています

Almond Andel: Yo　さん、今日は、ありがとうございました。

Almond Andel: もう少し詳しくお聞きしたいですが、

Yo Haiku: こちらこそ、

Almond Andel: 時間ですので、ここでしめます。

Yo Haiku: どうもありがとうございました

Almond Andel: 今日は、みなさん、ご参加、ありがとうございました。

Kiremimi Tigerpaw: ありがとうございました！

philia Blessed: ありがとうございました

Naoyuki Mertel: おつかれさまでした～～！

marube Oh: ありがとうございました！

Yo Haiku: 質問はめーるでも次回でも大丈夫です

Amari Blackburn: ありがとうございました。楽しかったです。

Almond Andel: （ぜひぜひ！）ありがとうございます

aoyuki Mertel: それでは、失礼します～～＾＾おやすみなさい

Yo Haiku: ではみなさまおやすみなさい、私のところはごご４時過ぎです

philia Blessed: 失礼します。

marube Oh: いまから夕食ですね～

Pema Pera: 皆さん、おやすみなさい。

Amari Blackburn: ヨーロッパですか？

Yo Haiku: 今日は何にしよう。。。

Almond Andel: おつかれさまでしたー

Yo Haiku: ドイツです

Amari Blackburn: チーズとビールがおいしそうですね。

marube Oh: 美味しそう！

Yo Haiku: （うまいですお！）では私もオフラインになります、おやすみなさい！

Amari Blackburn: おやすみなさいー

marube Oh: おやすみなさい。

marube Oh: では私も移動します！

marube Oh: また来週。
